
結果の続き
【自由記載】
　2035年頃の安平町の「望ましい姿」「目指すべき姿」「進むべき方向性」などについて、ご意
見、ご提案がありましたら、ご自由にお書きください。

移住、定住
【政策的提案】宅地の確保や住宅支援の充実
【個別事業提案】住宅建設時の記念品を贈呈するなど、安平町らしい後押し

公共交通
【政策的提案】
　・高齢化や免許返納の増加を踏まえた移動手段の確保（安心して暮らせる交通網）
　・現在の支援策（タクシーなど）の継続、改善
【個別事業提案】
　・JRの利便性向上（列車本数の増便など）　　　・鶴の湯温泉への移動手段の確保
　・札幌、千歳、苫小牧方面へのバス運行など、受診や通院の足の確保

　引き続き「安平町まちづくり町民アンケート」の「自由記載欄」についてお知
らせします。なお、広く町民の皆さんへお知らせするにあたり、配慮が必要な表
現については調整を行っています。

　令和８年の広報あびら３月号から引き続き、令和７年７月から８月にかけて実施した「安平町まち
づくり町民アンケート」の結果についてお伝えしました。
　アンケート最後の項目「自由記載欄」について、率直で幅広いご意見を合計158件いただき、内容
の趣旨を踏まえながら共通する論点ごとに整理して「まちづくり全般」「子育て、教育」「商工、観
光」に関するご意見を掲載しました。

前回のおさらい

今回のおはなし
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　「総合計画」は、町の未来のかたちを決める大切な計画です。
　現在、平成29年度から始まった第２次総合計画に基づき、令和８年度までの10年間で、さまざまな
取り組みが進められています。
　この計画は、教育や子育て、人づくりやコミュニティづくり、経済や産業、健康や福祉、生活環境
や生活基盤など、安平町に関わるあらゆる分野の「方向性」を示す「まちづくりの設計図」であり、
将来の「ありたい姿」を出発点として定め、そこに向かうための道筋が段階的に描かれていきます。
　本ページでは、計画に関するお知らせや令和９年度からスタートする「第３次総合計画」の策定へ
向けた町の取り組みなどについてお知らせします。

あびらの未来を、みんなで考える。
新しい総合計画づくりが始まっています
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総合計画に関する問合せ　政策推進課政策推進グループ　☎ ㉒ 2751

今後の予定

　今年４月から６月にかけて開催した「町民まちづくり会議」についてご報告する予定です。

【総合計画に関するご意見】
　随時、受け付けています。インターネットからも受け付けていますので、
ぜひご活用ください。右記二次元コードからもアクセスできます。

　インターネット受付先：https://www.harp.lg.jp/kyFPjdtc
　郵送先：〒059-1595　安平町早来大町95番地　安平町役場政策推進課　宛
　FAX送付先：℻ ㉒ 2026

道路／防犯、防災／景観／公園／環境衛生
【政策的提案】
　・静かで緑の多い自然環境を守り、景観との調和を重視
　・太陽光発電施設等の増加に伴う景観、環境面の懸念への対応
　・災害時に確実に情報が届く防災体制の強化（情報伝達の実効性）
【個別事業提案】
　・街灯や道路の点検、修繕（特に劣化が著しい区間の早期対応）
　・歩きたくなる町並みづくり（子どもや町民の作品、写真展示など）
　・身近な公園の魅力向上と防犯上の見通し改善
　・廃屋、放置地の整理や標識、看板の更新などの景観整備
　・一人暮らし向け小容量ごみ袋の販売

福祉、医療
【政策的提案】
　・町内で安心して受診できる医療提供体制の充実（急病時の安心）
　・子育て期の医療体制（小児）や出産体制（産科）の確保
　・買い物、移動、除雪など、高齢になっても住み続けられる生活支援の充実
　・健康寿命の延伸に資する取り組み（健診など）の継続、強化

【個別事業提案】
　・運動教室などの定期プログラム（ポイント付与など、継続しやすい工夫）
　・買い物支援、同行支援、冬の除雪支援の拡充
水道
【政策的提案】老朽化による破損等を見据えた定期的、計画的な取り組み
農業
【政策的提案】有機農業の推進と慣行農業への目配り、支援の両立
行財政／地方自治
【政策的提案】
　・町議会議員の担い手確保の観点から、報酬水準や環境の見直し
　・自治会/町内会の高齢化等を踏まえた統合や活動の再設計
　・行政は必要最低限を担い、民間が成り立つ領域は民間の力も活かすという考え方
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